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令和６年１２月教育委員会会議（定例会）議事日程 

 

日時：令和６年１２月２４日（火） 

午後２時から 

場所：市役所第二庁舎第２会議室 

 

開 会 

 

１ 報告事項 

  （１）委員報告事項 

  （２）１２月市議会概要について 

  （３）事務局報告事項 

  （４）１２月の行事報告及び１月の行事予定について 

 

２ その他 

 

閉 会 
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令和６年四街道市教育委員会会議 １２月定例会会議録 

 

日  時      令和６年１２月２４日（火）  午後２時～午後２時３０分 

 

場  所      四街道市役所第二庁舎第２会議室 

 

出席委員      教 育 長  府川 雅司 

          委          員  小舘  修 

          委          員  豊田 恵子 

          委          員  秋山 伸子 

          委          員  三浦 光行 

 

出席職員      教 育 部 長  真田 裕之 

          教 育 部 副 参 事  長谷川 篤 

          教 育 総 務 課 長  久保木直樹 

          学 務 課 長  飯村 典秀 

          指 導 課 長  伊藤 友江 

          社 会 教 育 課 長  田島 衣織 

          文化・スポーツ課文化振興係長   田中 和美 

          青少年育成センター所長  米村  貴 

 

傍聴人       なし 

 

 

 

開会宣言                                   教 育 長 

〇教育長 ただいまの出席者は５名です。地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条第３項

の規定により会議は成立しましたので、令和６年12月四街道市教育委員会会議定例会を開会しま

す。 

 今回の会議録署名人は、教育委員会会議規則第26条により三浦委員にお願いいたします。 

 

１．報告事項 

 （１）委員報告事項 

 

〇教育長 それでは、議事日程により会議を進めます。 

 議事日程１、報告事項に入ります。 

 （１）、委員報告事項について、委員の皆様から報告等はございますか。 

 秋山委員、お願いします。 
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〇秋山委員 １点ご報告いたします。 

 11月29日金曜日、千代田中学校の創立50周年記念式典並びに記念講演会に府川教育長と委員４名

で出席してまいりました。式典は、鈴木市長はじめ歴代の校長先生、市議会議員の方、地域の方な

ど多くの方々をご来賓にお招きし、盛大に行われました。昭和50年に四街道中学校より分離した千

代田中学校は、開校当初は生徒数110名ほどで、校庭も北校舎もまだできていない未完成な状態で

のスタートだったということや、地域や家庭の協力を得て、石拾いをして校庭をつくり上げ、開校

３年目に制服ができ、校章をデザインし、昭和54年に北校舎が完成、昭和61年に第２体育館が出来

上がり現在の環境が整ったということが、校長先生のお話や代表生徒による作文発表、スライドか

ら分かりました。 

 校長先生は、50年という節目を迎え、あしたからまた新たな一歩を踏み出し、これからも地域と

共にある学校の歴史をつくっていきましょう、そして考えることを続け、チャレンジをしようとお

話くださいました。代表生徒からは、昭和50年12月に校歌ができ、その校歌が歌い継がれているこ

とが感慨深いこと、また、地域、家庭の方の協力により現在も中学校があり続けていることに感謝

の意が述べられ、地域の方の思いを大切にチャレンジすることを忘れず、また自分のことも大切に

未来を生きていきたいと立派な作文発表がありました。生徒たちが常に地域と共にある千代田中学

校の歴史を大切に思い、地域の方々の温かい気持ちをしっかり受けとめてくれていると感じられる

すばらしい作文発表をうれしく感じました。 

 全校合唱では、「ほらね、」という歌を披露してくれました。ソプラノ、アルト、テナーが体育館

一杯に響き渡るすばらしい歌声でした。吹奏楽部の演奏もあり、４曲披露してくれました。吹奏楽

部は、コンクールでもよい成績を収めているとのことで、澄んだクリアな音色を響かせて、一体感

のあるすばらしい演奏でした。 

 記念講演は、パラオリンピック東京大会のバドミントン女子シングルス、ダブルスともに金メダ

ル、パリ大会のバドミントン女子シングルスで２大会金メダル、ダブルス銀メダルの里見紗李奈選

手をお招きし、「夢に向かって努力し続けることの大切さについて」という演題でご講話いただき

ました。まず、里見選手は生徒たちに「夢はありますか」と問いかけました。うなずく生徒もいれ

ば、まだという表情の生徒、様々でした。里見選手の夢は、車椅子になってよかった、最高だった

と言える人生を送ることだと教えてくれました。里見選手は、高校３年生のときに事故に遭い、腰

より下に損傷を負ってしまったそうです。事故直後は、車椅子に乗っている姿を誰にも見られたく

なくて、どこにも出かけたくなかったそうです。そして、できることより、あれもできない、これ

もできないとできないことの数を数えてしまい、それがつらかった。車椅子の自分を認めることが

できなかったとお話しくださいました。 

 その後、パラバドミントンに出会い、初めて見学したとき、自分と同じ車椅子の方たちが独り暮

らしをしているなど、みんなが自立していることが何よりも強い衝撃だったとお話しくださり、最

初は少しやってみるつもりで始めたパラバドミントンが、大会に出場し負けたことが悔しくて、そ

れをきっかけに本格的にパラバドミントンの道へ進んでいったそうです。パラバドミントンを始め

て２年半でシングルス優勝ができた頃、車椅子の自分を少し認めることができるようになってきた

ともお話しくださいました。そして、「今はかけがえのない経験をしていると思っているが、心か

ら車椅子になってよかったとはまだ言えない。できることなら、ここにいるみんなのように走りた

いと思っている」と心の内を素直に伝えてくださいました。金メダルを取るすごい選手でも、心の
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中ではいろいろな思いがあるということを生徒たちも感じたことと思います。 

 里見選手は、飾ることなく本当に明るいお人柄なのがとても魅力でした。パラリンピックのメダ

ルを、せっかくだからみんなに手にしてほしいと前の席のほうの生徒たちから順番に回し、手にす

る機会を与えてくれました。また、簡易ネットを用意してくださり、バドミントン部の代表生徒２

人とバドミントンのラリーをしてみせてくれました。なかなか見る機会がないパラリンピック選手

のすばらしいプレー姿にみんな魅了されていました。千代田中学校の新たな一歩となるすばらしい

式典の記念講演でした。 

 私からの報告は以上です。 

 

〇教育長 ほかにございますか。 

 豊田委員、お願いします。 

 

〇豊田委員 私からは１点ご報告いたします。 

 令和６年度第１回教育長・教育委員研修会がオンデマンド配信され、委員各自で視聴いたしまし

た。講師は、文部科学省初等中等教育局学校情報基盤・教材課長、寺島氏からテーマ「ＧＩＧＡス

クール構想について」をご講話いただきました。内容は、ＧＩＧＡスクール構想の成果と課題、通

信ネットワークの確実な改善、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて、校務ＤＸ

の推進等についてでした。コロナ禍に入り、世界に先駆け、わずか一、二年でＩＣＴ機器の整備を

完了し、国策として推進するＧＩＧＡスクール構想を中心に、クラウド環境や生成ＡＩの活用等に

よる教育ＤＸを加速し、誰一人取り残さない学びの保障に努めてきましたが、今後の課題や方向性

として、共同調達スキームの下での着実な端末更新や通信ネットワークの着実な改善、地域間格差

の解消に向けた好事例の創出や広域的なＩＣＴ運用支援を含む伴走支援の強化、校務ＤＸの推進に

向けた取り組み等の先進事例をご紹介いただきました。 

 本市においての着実な端末更新や学校間でのＩＣＴの活用頻度、働き方改革としての校務ＤＸ推

進など、共通点も多く見受けられました。文部科学省の伴走支援として、学校ＤＸ戦略アドバイザ

ー事業、ＧＩＧＡ ＳｔｕＤＸ推進チームの設置、ＳｔｕＤＸ ＳｔｙｌｅやＧＩＧＡ ＳｔｕＤ

Ｘメールマガジンの配信、情報モラル教育推進事業等を実施しているので、必要に応じて活用して

ほしいそうです。また、ＩＣＴ機器の活用は進んできていますが、主体的・対話的で深い学びの視

点からの授業改善を進め、課題の解決に取り組む学習活動を行っている学校ほど、そのような学習

場面でのＩＣＴ機器の活用頻度が高く、主体的・対話的で深い学びに取り組んだ児童生徒ほど各教

科の正答率や挑戦心、自己有用感、幸福感が高く、自分で学び方を考え、工夫するそうです。一人

一台端末が整備され、多くの学校で日常的な活用が定着し、先生と子どもたちが試行錯誤を繰り返

しながら授業が変わってきていると思いますが、より実りある学びのために、さらにＩＣＴ機器を

うまく活用してほしいと思います。 

 以上です。 

 

〇教育長 ほかにございますか。 

 小舘委員、お願いします。 
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〇小舘委員 11月30日、教育長・教育委員たちで大日小学校創立50周年記念式典に出席いたしまし

たので、報告いたします。 

 大日小は、昭和26年、四街道小学校大日分校として開校し、昭和50年に分離して以来、体育、健

康教育をはじめ様々な教育研究に意欲的に取り組み、最近では多文化教育モデル校になるなど、地

域との連携を大切にしながら本市教育の先達的な役割を果たしてきたとのことです。 

 記念式典は、大勢の来賓の下、子どもたちの進行で行われ、子どもたちは50年間の歩みを映像と

校歌や各種行事のことなど、授業で調べたことを学習発表形式で紹介してくれました。 

 市長、教育長からの来賓祝辞もありました。最後の校歌斉唱では、古い地区だけに来賓の方々か

らも歌声が聞かれ、地域とのつながりが感じられる場面でありました。式典後は、低学年、高学年

の２部構成で保護者も参観する記念音楽発表会が行われました。 

 以上です。 

 

〇教育長 私から報告します。 

 12月21日土曜日、四街道市核兵器廃絶平和都市宣言41周年平和と文化のつどい～伝えよう平和 

未来に生きる子どもたちと」が四街道市文化センターで開催され、出席しましたので、報告します。 

 当日のプログラムですが、前半の部では主催者代表の方より開催の挨拶、そして関根市議会議長

より挨拶がございました。次に、四街道市長崎派遣事業中学生からの報告の発表がありました。中

学生の発表では、現地訪問の感想や平和の大切さ、将来の自分の生き方など、参加者の心にしみる

内容でありました。その後、八千代市在住で、当時６歳で爆心地から2.5キロ離れた広島市内の自

宅で被爆した小谷孝子さんの腹話術「あっちゃんと語る被爆証言」のお話がございました。お話の

中で、恨みからは何も生まれませんという言葉が心に響きました。 

 後半の部では、初めに私から中学生の体験発表や小谷さんの腹話術のお話に対しまして、感謝と

感想を交えた挨拶をさせていただきました。その後、語り得ないものを語り継ぐドキュメント映画

「予言」の上映がございました。上映後、再び原爆の恐ろしさを語り伝える元幼稚園教諭の小谷孝

子さんのお話があり、閉会となりました。 

 私からは以上でございます。 

 （１）、委員報告事項を終了します。 

 

 （２）１２月市議会概要について 

 

〇教育長 次に、（２）、12月市議会概要についてを行います。 

 事務局より説明をお願いします。 

 真田教育部長。 

 

〇教育部長 令和６年第４回市議会定例会の概要についてご報告いたします。 

 お手元の資料１―１を御覧ください。12月市議会は、11月25日に開会し、全23日間の日程で12月

17日に閉会いたしました。教育委員会関連の議案は、工事請負契約の変更契約の締結について、財

産の取得について、令和６年度四街道市一般会計補正予算（第４号）について（教育委員会所管分）

を提出し、原案のとおり可決されました。 
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 一般質問は、12月５日から12日までのうち６日間行われ、質問議員16名のうち教育委員会所管分

に関して９名の議員から質問がありました。主な質問事項は、教員の欠員に関すること、全国体力

テストの状況、長崎派遣の成果、部活動の地域移行など、児童生徒の教育活動に関すること、夏の

猛暑対策として学校体育館のエアコン設置など児童生徒の保健安全対策に関すること、総合公園体

育館や多目的運動場の修繕など多岐にわたる質問に答弁を行いました。通告がありました質問項目

の詳細、答弁の概要につきましては、お手元の配付資料１―２に記載しておりますので、後ほどご

確認ください。 

 報告は以上です。 

 

【質疑応答】 

〇教育長 ただいまの説明について、委員の皆様から質問等はございますか。 

 ないようですので、（２）、12月市議会概要についてを終了します。 

 

 （３）事務局報告事項 

 

〇教育長 次に、（３）、事務局報告事項に入ります。 

 前回の定例会以降に実施した各所属の主な事業等の報告について、事務局より説明をお願いしま

す。 

 久保木教育総務課長、お願いします。 

 

〇教育総務課長 教育総務課の所管事業についてご報告いたします。 

 教育委員会運営事業では、本日午前中に第２回総合教育会議を開催し、「不登校児童生徒が安心

して過ごせる環境づくり」と「キャリア教育の充実に向けて」を議題に協議していただきました。 

 小学校施設設備維持管理事業では、四街道小学校外壁タイル改修工事について、今月工事が完了

し、12日に完了検査を実施しました。中学校施設設備維持管理事業では、千代田中学校北校舎外壁

等改修工事については、追加の工事もありましたが、順調に進んでおり、工期内に終了する見込み

となっています。 

 冬休みとなり、１月初めの久しぶりの登校で、子どもたちは気の緩みから、いつもと違った行動

を取ることも考えられます。工事請負業者には、特に子どもたちの安全、安心に細心の注意を図る

よう、引き続き指導してまいります。 

 以上です。 

 

〇教育長 飯村学務課長、お願いします。 

 

〇学務課長 学務課の所管事業について報告いたします。 

 外国人児童生徒コミュニケーション支援事業では12月19日、みそら小学校で国際理解教育研修会

が開催されました。講師として、国際医療福祉大学教授の細谷幸子先生を迎え、「外国にルーツの

ある子どもたちの支援」をテーマに、主にアフガニスタンの子どもたちの文化や習慣について理解

を深め、実践的な指導、支援につなげられる研修会となりました。また、同事業では学校から保護
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者に配付する特別支援教育関係文書等を多言語に翻訳する作業を進めています。ペルシャ語・ダリ

ー語、中国語、英語に翻訳し、学校に提供する予定です。 

 私からは以上です。 

 

〇教育長 伊藤指導課長、お願いします。 

 

〇指導課長 指導課の所管事業について報告いたします 

 キャリア教育推進事業では、今年度から元パラスポーツ選手である花岡伸和氏を講師に迎え、パ

ラ陸上競技を通して自己実現を果たしてきた経験などの講話から、生徒が自らの生き方を考え、主

体的に進路を選択できるようにすること等を目的として、市内中学校において２年生を対象に「夢

を育む授業」を実施しています。今月で５校全てが終了しました。生徒からは、「毎日の生活を当

たり前にできていることに感謝し、何かに挑戦するチャンスがあれば自ら進んでやってみたい」、

「自分らしく生きることの大切さを学ぶことができた」などの感想が寄せられました。 

 学校給食運営事業では、第２期四街道市教育振興基本計画に基づき、子どもたちが食について考

える機会の一つとして、知産知消の料理教室「よつっこキッチン」を12月21日にわろうべの里で実

施し、23人の児童が参加しました。開催にあたっては、地域とのつながりを深めていくため、市内

にある愛国学園大学と連携して行いました。今年度は“日本の酪農発祥の地ちば”にちなんで、牛

乳を使用した料理に取り組み、食への感謝や料理をする喜びなどの気持ちを育むとともに、使用す

る食材の産地等について学ぶなど、「知産知消」の推進を図りました。 

 以上です。 

 

〇教育長 田島社会教育課長、お願いします。 

 

〇社会教育課長 社会教育課の所管事業についてご報告いたします。 

 社会教育活性化事業では、12月５日に開催されました第59回千葉県社会教育振興大会において、

四街道市放課後子ども教室の受託団体であるにこにこ文庫さとの子会が、平成25年から10年にわた

り家庭文庫を開放し、放課後の子どもの安心、安全な居場所づくりに尽力され、地域の子どもたち

の健全育成に寄与されたことから、令和６年度千葉県社会教育委員連絡協議会表彰を授与されまし

た。 

 図書館管理運営事業では、11月27日に令和６年度第１回図書館協議会を開催しました。図書館ア

ンケートの結果、図書館サービスの進捗状況について事務局から報告し、活発な意見交換を行うこ

とができました。令和６年11月の貸出し冊数は２万4,665冊でした。 

 私からは以上です。 

 

〇教育長 田中文化・スポーツ課文化振興係長、お願いします。 

 

〇文化・スポーツ課文化振興係長 私からは、文化・スポーツ課の所管事業についてご報告いたし

ます。 

 文化財保護管理事業では、12月７日に歩いて学ぼう四街道の遺跡と歴史を開催し、市民32名が参
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加し、物井地区にある天照皇大神社や古屋城跡などを散策しました。 

 市民芸術公演事業では、12月20日に生け花の体験教室を文化センターで開催し、７名が参加し、

正月に飾る花を生ける体験をしました。 

 スポーツ協会事務事業では、12月１日に第94回印旛郡市駅伝競走大会が佐倉市立内郷小学校で開

催され、本市からは一般１チームが参加しました。一般選手は、11月に開催した第３回四街道ＷＡ

ＬＬＡＢＹ ＲＵＮの上位入賞者を中心に選出し、内郷小学校や岩名運動公園の周辺コースを激走

しました。結果は、13チーム中９位でした。 

 私からは以上です。 

 

〇教育長 米村青少年育成センター所長、お願いします。 

 

〇青少年育成センター所長 青少年育成センターの所管事業について報告します。 

 青少年育成支援事業では、11月の相談活動については35件ありました。主な相談内容としては、

不登校に関するものが15件となっております。不登校や登校渋りになってしまう背景や環境を保護

者と共通理解し、学校や福祉、医療機関等につなぎながら対応しています。 

 また、11月26日に不登校児童生徒とその保護者を対象とした体験活動わくわくスマイルキャンプ

を、よつかいどう不登校支援ネットの皆さんと里山保全団体であるＹ・Ｙ・ＮＯＷＳＯＮさん、ま

たハウス食品株式会社さんの協力をいただいて実施しました。小学生７名、中学生１名、保護者と

ボランティア15名の合計23名の参加をいただき、火起こしや飯ごう炊飯、カレー作りを行いました。

初対面の子どもたちが笑顔で協力をしながらカレー作りを行い、一緒に食べたり遊んだりする姿を

見て、参加した保護者からは、ふだんはばらばらで遊ぶ子どもたちが声を掛け合って集団で遊ぶ姿

に感動した、いよいよ四街道にもこういう場所ができてうれしいなどの声が聞かれました。非日常

的で難しい体験を共に行うことで、自然と友だちになっていける姿を見て、改めて体験活動の価値

を感じた瞬間でした。今後も、子どもたちの可能性を引き出し、感動できる体験学習の実施や居場

所づくりの充実に努めてまいります。 

 以上です。 

 

【質疑応答】 

〇教育長 ただいまの報告について、委員の皆様から質問等はございますか。 

 ないようですので、（３）、事務局報告事項を終了します。 

 

 （４）１２月の行事報告及び１月の行事予定について 

 

〇教育長 次に、（４）、12月の行事報告及び１月の行事予定についてに入ります。 

 事務局より説明をお願いします。 

 長谷川副参事、お願いします。 

 

〇教育部副参事 資料ナンバー２を御覧ください。12月の行事報告及び１月の行事予定について、

各所属の行事から主なものを抜粋してご説明いたします。 
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 初めに、12月の行事について申し上げます。１ページを御覧ください。会議関係では、13日金曜

日に青少年育成センター所管の千葉市・四街道市隣接地域交流会が、18日水曜日には文化・スポー

ツ課所管の部活動地域移行推進協議会が行われました。 

 ２ページを御覧ください。事業関係では、図書館事業のほか、21日土曜日に社会教育課所管のち

よだ寺子屋が千代田公民館において行われ、26日木曜日にはあさひ寺子屋が旭公民館で予定されて

おります。 

 続いて、１月の行事予定について申し上げます。３ページを御覧ください。会議関係では、22日

水曜日には指導課所管の教務主任研修会が、29日水曜日には第２回特別支援教育連絡会議が行われ

ます。 

 事業関係では、各種公民館事業、図書館事業のほか、12日日曜日には社会教育課所管の二十歳の

つどいが文化センターで、25日土曜日及び26日日曜日には、千葉県子ども会ジュニアリーダー初級

認定講習会が県立東金青少年自然の家で行われます。 

 その他の行事につきましては記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

 

【質疑応答】 

〇教育長 ただいまの説明について、委員の皆様から質問等はございますか。 

 ないようですので、（４）、12月の行事報告及び１月の行事予定についてを終了します。 

 

２．その他 

 

〇教育長 次に、議事日程２、その他に入ります。 

 委員の皆様から何かございますか。 

 委員の皆様からはないようですので、事務局より何かございますか。 

 

〇教育部長 特にございません。 

 

〇教育長 ないようですので、その他を終了します。 

 

閉会宣告                                   教 育 長 

〇教育長 以上をもちまして、今定例会の議事日程は全て終了いたしました。 

 令和６年12月四街道市教育委員会会議定例会は、これにて閉会します。 

 次回の会議は、令和７年１月27日月曜日午後４時から、第２会議室にて定例会を開催します。 

 お疲れさまでした。 

 


